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～ 動かないシステムを作らない為にぜひ知っておいていただきたい事 ～



１ 共存問題

お客様環境
Access 2013 Access 2016

DL版 VL版 RT版 DL版 VL版 RT版

Office 2016 Personal等(DL版)
✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

Office 2013 Personal等(DL版)
〇 〇 〇 〇 〇 〇

Office 2010 Personal等(DVD版)
〇 〇 〇 〇 〇 〇

①Office2016製品（DL版）とAccess2013（DL版）は共存できない
②Office2016製品（DL版）とAccess2016（VL版）は共存できない
③Office2016製品（DL版）とAccess2016（RT版）は共存できない
DL版：ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版の略称。一般消費者向けのﾗｲｾﾝｽ。ｱﾏｿﾞﾝなどで販売。注文するとﾒｰﾙでﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｷｰが送られてくる。ｸｲｯｸ実行形式のｲﾝｽﾄｰﾗ。
VL版：ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽの略称。企業向けのﾗｲｾﾝｽ。特徴は旧ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ利用権が付いていること。ｱﾏﾀﾞ注文時のﾗｲｾﾝｽ。Setup形式のｲﾝｽﾄｰﾗ。
RT版：ﾗﾝﾀｲﾑ版の略称。Access製品版で作成したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを動かす目的で使用します。無償で利用できます。Setup形式のｲﾝｽﾄｰﾗ。

① ② ③

（注１）ﾏｲｸﾛｿﾌﾄは技術的な問題が発生する可能性があるとして異なるバージョンの共存利用は「動作保証外」としております。
（注２）ここで言うPersonal等はAccessを含まない製品を指します。（Accessを含む製品であれば共存問題そのものが発生しません）

1

○：インスール可 ✕：インストール不可

以前は共存不可でしたが2016年10月に共存可能になりました。
(https://www.microsoft.com/ja-jp/office/2016/attention2.aspx)



２ 事前のOffice環境調査
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導入前にOffice環境を調査し、ﾀﾃ列・ﾖｺ列のｾﾙでのAccess導入要件を把握してください。

①保有Office調査

②タテ列決定

③ヨコ列決定

④導入要件（理解に困ったらｹｰﾌﾞﾙｿﾌﾄに連絡を！）



３ 保有Office調査
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まずは保有Officeを調査してください。

アプリサーバー
…（受注出荷・見積）

□Officeは入れるつもりだがﾊﾞｰｼﾞｮﾝは未定

□Office2016Pro等（Access付）

□Office2016Personal等（Access無）

□Office2013Pro等（Access付）

□Office2013Personal等（Access無）

□Office2010以前のPro等（Access付）

□Office2010以前のPersonal等（Access無）

□Officeを入れない

ｸﾗｲｱﾝﾄ
…（受注出荷・見積・進捗）

□Officeは入れるつもりだがﾊﾞｰｼﾞｮﾝは未定

□Office2016Pro等（Access付）

□Office2016Personal等（Access無）

□Office2013Pro等（Access付）

□Office2013Personal等（Access無）

□Office2010以前のPro等（Access付）

□Office2010以前のPersonal等（Access無）

□Officeを入れない

（注１）Ｏｆｆｉｃｅ365Solo（個人向け）またはＯｆｆｉｃｅ365Business/BusinessPremium（法人向け）はOffice2016Proでチェックしてください。
（注２）お客様が（VL版）Office導入時はｹｰﾌﾞﾙｿﾌﾄに連絡願います。

いずれか一箇所にチェック

複数個所にチェック可



４ お客様説明
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次にﾀﾃ列・ﾖｺ列のｾﾙでAccess導入要件を確認してください。

① Office2016Pro（DL版）購入（注１）
② Office2013Pro（DL版）購入
③ Access2016（VL版）購入
④ Access2016（DL版）購入
⑤ Access2013（DL版）購入
⑥…欠番

⑦ Access2010をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ
⑧ Access2016（RT版）ｲﾝｽﾄｰﾙ
⑨ Access2013（RT版）ｲﾝｽﾄｰﾙ
⑩ Access2016（VL版）購入・ Access2013（VL版）ｲﾝｽﾄｰﾙ
⑪ Office2013Personal（DL版）購入・Access2013（RT版）ｲﾝｽﾄｰﾙ
⑫ Office2016Personal（DL版）購入・Access2013（RT版）ｲﾝｽﾄｰﾙ

アプリサーバー ｸﾗｲｱﾝﾄ

お客様環境 Access導入要件 Officeは入れるが
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝは未定

Office2016
Pro等
（Access付）

Office2016
Personal等
（Access無）

Office2013
Pro等
（Access付）

Office2013
Personal等
（Access無）

Office2010以前
のPro等
（Access付）

Office2010以前
のPersonal等
（Access無）

Officeを
入れない

Officeは入れるが
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝは未定

① ① そのまま利用 ④ ⑧ ⑧ ⑦＋⑧ ⑧ ⑧

② ②または⑪または⑫ そのまま利用 ⑨ そのまま利用 ⑨ ⑦＋⑨ ⑨ ⑨

Office2016Pro等
（Access付）

そのまま利用 ① そのまま利用 ④ ⑧ ⑧ ⑦＋⑧ ⑧ ⑧

Office2016Personal等
（Access無）

④ ① そのまま利用 ④ ⑧ ⑧ ⑦＋⑧ ⑧ ⑧

⑩ ②または⑪または⑫ そのまま利用 ⑨ そのまま利用 ⑨ ⑦＋⑨ ⑨ ⑨

Office2013Pro等
（Access付）

そのまま利用 ⑪または⑫ そのまま利用 ⑨ そのまま利用 ⑨ ⑦＋⑨ ⑨ ⑨

Office2013Personal等
（Access無）

③ ① そのまま利用 ④ ⑧ ⑧ ⑦＋⑧ ⑧ ⑧

⑤または⑩ ⑪または⑫ そのまま利用 ⑨ そのまま利用 ⑨ ⑦＋⑨ ⑨ ⑨

Office2010以前のPro
等（Access付）

⑦＋③または⑦＋④ ① そのまま利用 ④ ⑧ ⑧ ⑦＋⑧ ⑧ ⑧

⑦＋⑤または⑦＋⑩ ⑪または⑫ そのまま利用 ⑨ そのまま利用 ⑨ ⑦＋⑨ ⑨ ⑨

Office2010以前の
Personal等（Access無）

③または④ ① そのまま利用 ④ ⑧ ⑧ ⑦＋⑧ ⑧ ⑧

⑤または⑩ ⑪または⑫ そのまま利用 ⑨ そのまま利用 ⑨ ⑦＋⑨ ⑨ ⑨

Officeを
入れない

③または④ ① そのまま利用 ④ ⑧ ⑧ ⑦＋⑧ ⑧ ⑧

⑤または⑩ ⑪または⑫ そのまま利用 ⑨ そのまま利用 ⑨ ⑦＋⑨ ⑨ ⑨

（注１）「Office2016Personal+Access2016」でも可。こちらの方がOffice2016Proより価格は安い。

（※）お客様環境が（DL版）の場合です。（VL版）の場合はｹｰﾌﾞﾙｿﾌﾄに連絡を。
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５ 解説

選
択
肢

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ ｸﾗｲｱﾝﾄ１ 追加
費用

入手
可否

保有officeなし 動作保証 保有officeなし 動作保証

１ Office2016Pro（DL版）購入（注１） 〇 Office2016Pro（DL版）購入（注１） 〇 多 〇

２ Office2013Pro（DL版）購入 〇 Office2013Pro（DL版）購入 〇 多 △

３ Office2013Pro（DL版）購入 〇 Office2013Personal（DL版）購入＋Access2013（RT版） 〇 少 △

４ Office2013Pro（DL版）購入 〇 Office2016Personal（DL版）購入＋Access2013（RT版） △ 少 △

（事例１）ﾊﾟｿｺﾝと共にOfficeも購入する。

〔選択肢１〕
ｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄ共にOffice2016Proを購入。共に同梱のAccess2016を利用。（注１）
（Office2016PersonalでAccess2016(RT版)が共存できなくなった為）

〔選択肢２〕
ｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄ共にOffice2013Proを購入。ｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄ共に同梱のAccess2013を利用。

〔選択肢３〕
ｻｰﾊﾞｰにはOffice2013Proを、ｸﾗｲｱﾝﾄにはOffice2013Personalを購入。
ｻｰﾊﾞｰはAccess2013(DL版)を、ｸﾗｲｱﾝﾄはAccess2013(RT版)を利用。

〔選択肢４〕
ｻｰﾊﾞｰにはOffice2013Proを、ｸﾗｲｱﾝﾄにはOffice2016Personalを購入。
ｻｰﾊﾞｰはAccess2013(DL版)を、ｸﾗｲｱﾝﾄは異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在を承知でAccess2013(RT版)を利用。

（注１）「Office2016Personal+Access2016」でも可。こちらの方がOffice2016Proより価格は安い。

現実的
選択肢
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（事例２）保有Officeは2016Proが２台、 2013Proが１台、2010Proが１台。

〔選択肢１〕
Office2016Proﾊﾟｿｺﾝをｻｰﾊﾞｰに利用し、同梱のAccess2016を利用。

ｸﾗｲｱﾝﾄ１(Office2016Pro)も同梱のAccess2016を利用。

ｸﾗｲｱﾝﾄ２(Office2013Pro)は問題あり。Acess2016で作成したｱﾌﾟﾘをAccess2013で動作させることは不可。
異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在（Office2013ProにAccess2016上被せｲﾝｽﾄｰﾙ）を承知でAccess2016（RT版）を提案。
（ちなみに「OfficeProからAccessを抜く…」はOffice2013以降できなくなった）

ｸﾗｲｱﾝﾄ３(Office2010Pro)も問題あり。Acess2016で作成したｱﾌﾟﾘをAccess2010で動作させることは不可。
OfficeProからAccessを抜き、異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在を承知でAccess2016（RT版）を提案。

５ 解説

〔選択肢２〕
Office2013Proﾊﾟｿｺﾝをｻｰﾊﾞｰに利用し、同梱のAccess2013を利用。

ｸﾗｲｱﾝﾄ１・２(Office2016Pro) は、異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ動作（Acess2013で作成・Access2016で実行）を承知で
「同梱のAccess2016をそのまま利用」を提案。

ｸﾗｲｱﾝﾄ３(Office2010Pro)は、OfficeProからAccessを抜き、異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在を承知でAccess2013（RT版）を提案。
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５ 解説

選
択
肢

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ ｸﾗｲｱﾝﾄ1 ｸﾗｲｱﾝﾄ2 ｸﾗｲｱﾝﾄ3 追加
費用

Office2013Pro 動作
保証

Office2016Pro 動作
保証

Office2016Pro 動作
保証

Office2010Pro 動作
保証

２ 同梱の
Access2013を
そのまま利用

〇 同梱の
Access2016を
そのまま利用

△ 同梱の
Access2016を
そのまま利用

△ Access2010ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ
＋Access2013（RT版）

△ なし

（注）理論上は、アプリサーバーがOffice2010搭載ﾊﾟｿｺﾝ、ｸﾗｲｱﾝﾄがOffice2013/2016搭載ﾊﾟｿｺﾝという組み合わせはありますが、
現実的には古いﾊﾟｿｺﾝをアプリサーバーにするケースはありませんから、ここでの解説は省略させて頂きます。

（事例２）保有Officeは2016Proが２台、 2013Proが１台、2010Proが１台。

選
択
肢

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ ｸﾗｲｱﾝﾄ1 ｸﾗｲｱﾝﾄ2 ｸﾗｲｱﾝﾄ3 追加
費用

Office2016Pro 動作
保証

Office2016Pro 動作
保証

Office2013Pro 動作
保証

Office2010Pro 動作
保証

１ 同梱の
Access2016を
そのまま利用

〇 同梱の
Access2016を
そのまま利用

〇 Access2016（RT版） △ Access2010ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ
＋Access2016（RT版）

△ なし
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（事例３）保有Officeは2016Personalが2台、 2013Personalが１台、2010Personalが１台。

〔選択肢１〕
Office2016Personalﾊﾟｿｺﾝをｻｰﾊﾞｰに利用し、Access2016(DL版)を購入。
（Office2016PersonalでAccess2016（VL版）が共存できなくなった為） （注１）

ｸﾗｲｱﾝﾄ１(Office2016Personal)も、Access2016(DL版)を購入。即ち、Office2016の数分のAccess2016(DL版)を購入。
（Office2016PersonalでAccess2016（RT版）が共存できなくなった為）

ｸﾗｲｱﾝﾄ２(Office2013Personal)・３(Office2010Personal)は、異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在を承知でAccess2016(RT版)を提案。

〔選択肢２〕
ｻｰﾊﾞｰ(Office2016Personal)は、Access2016（VL版）を購入。（VL版）ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ権でAccess2013（VL版）をｲﾝｽﾄｰﾙ。
ｸﾗｲｱﾝﾄ１(Office2016Personal)・３(Office2010Personal)は、異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在を承知でAccess2013(RT版)を提案。

５ 解説

（注１）もし間違えてAccess2016（VL版）を購入してしまった場合、〔選択肢２〕Access2013（VL版）ｲﾝｽﾄｰﾙをご検討ください。
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５ 解説

〔選択肢３〕
Office2013Personalﾊﾟｿｺﾝをｻｰﾊﾞｰに利用し、Access2013（DL版）を購入。
ｸﾗｲｱﾝﾄ１・２(Office2016Personal)、ｸﾗｲｱﾝﾄ３(Office2010Personal)は、異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在を承知でAccess2013(RT版)を提案。

〔選択肢４〕
ｻｰﾊﾞｰ(Office2013Personal)は、Access2016（DL版）をｲﾝｽﾄｰﾙ。
ｸﾗｲｱﾝﾄ１・２(Office2016Personal)、ｸﾗｲｱﾝﾄ３(Office2010Personal)は、Access2016(RT版)を提案。

〔選択肢５〕
ｻｰﾊﾞｰ(Office2013Personal)は、Access2016（VL版）を購入。
（VL版）ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ権でAccess2013（VL版）をｲﾝｽﾄｰﾙ。
ｸﾗｲｱﾝﾄ１・２(Office2016Personal)、ｸﾗｲｱﾝﾄ３(Office2010Personal)は、異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在を承知でAccess2013(RT版)を提案。

〔選択肢６〕
ｻｰﾊﾞｰ(Office2013Personal)は、Access2016（VL版）を購入し、そのままｲﾝｽﾄｰﾙ。
ｸﾗｲｱﾝﾄ1(Office2016Personal)、ｸﾗｲｱﾝﾄ2(Office2016Personal)は、Access2016(DL版)を購入。
ｸﾗｲｱﾝﾄ３(Office2010Personal)は、異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在を承知でAccess2013(RT版)を提案。
…（コスト高になるので通常では考えられない組合せ）

（事例３）保有Officeは2016Personalが2台、 2013Personalが１台、2010Personalが１台。
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５ 解説

選
択
肢

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ１ ｸﾗｲｱﾝﾄ１ ｸﾗｲｱﾝﾄ２ ｸﾗｲｱﾝﾄ3 追加
費用

入手
可否

Office2013Personal 動作
保証

Office2016Personal 動作
保証

Office2016Personal 動作
保証

Office2010Personal 動作
保証

３ Access2013（DL版）購入 〇 Access2013（RT版） △ Access2013（RT版） △ Access2013（RT版） △ 少 △

４ Access2016（DL版）購入
＋MS連絡
＋Access2013（DL版）

ｲﾝｽﾄｰﾙ

〇 Access2013（RT版） △ Access2013（RT版） △ Access2013（RT版） △ 少 〇

５ Access2016（VL版）購入
＋Access2013（VL版）

ｲﾝｽﾄｰﾙ

〇 Access2013（RT版） △ Access2013（RT版） △ Access2013（RT版） △ 中 〇

６ Access2016（VL版）購入 △ Access2016（DL版）
購入

〇 Access2016（DL版）
購入

〇 Access2016（RT版） △ 多 〇

（注）理論上は、アプリサーバーがOffice2010搭載ﾊﾟｿｺﾝ、ｸﾗｲｱﾝﾄがOffice2013/2016搭載ﾊﾟｿｺﾝという組み合わせはありますが、
現実的には古いﾊﾟｿｺﾝをアプリサーバーにするケースはありませんから、ここでの解説は省略させて頂きます。

（事例３）保有Officeは2016Personalが2台、 2013Personalが１台、2010Personalが１台。

選
択
肢

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ１ ｸﾗｲｱﾝﾄ１ ｸﾗｲｱﾝﾄ２ ｸﾗｲｱﾝﾄ3 追加
費用

入手
可否

Office2016Personal 動作
保証

Office2016Personal 動作
保証

Office2013Personal 動作
保証

Office2010Personal 動作
保証

１ Access2016（DL版）購入 〇 Access2016（DL版）
購入

〇 Access2016（RT版） △ Access2016（RT版） △ 多 〇

２ Access2016（VL版）購入
->Access2013（VL版）

ｲﾝｽﾄｰﾙ

〇 Access2013（RT版） △ Access2013（RT版） 〇 Access2013（RT版） △ 中 〇



６ 特記事項
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（１）Office/Access2013入手
2016/09/30現在、一般消費者向け製品であるOffice2013 Pro/Personal(DL版)およびAccess2013(DL版) は入手が困難な
状況になっております。
2013等の旧版を利用したい場合は、企業向け製品2016（VL版）を購入し、ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ権で2013 (VL版)をｲﾝｽﾄｰﾙするしか
ありません。（尚、企業向け製品（VL版）は一般消費者向け製品（DL版）に比べて割高です。）

（２）同一PC内の異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在
（例１）Office2016Personal + Access2013（RT版）
（例２）Office2013Pro/Personal + Access2016（RT版）
（例３）Office2010Pro/Personal + Access2013（RT版）
（例４）Office2010Pro/Personal + Access2016（RT版）
ﾏｲｸﾛｿﾌﾄは技術的な問題が発生する可能性があるとして、異なるバージョンの共存利用は「動作保証外」としております。
しかしながら、 2016/09/30現在、弊社テストでは問題は発生しておりません。
恒久的に問題なしとは言えませんが、まずは試して頂く価値はあると考えております。

（３）ｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄAccess異ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ動作
（例１）ｻｰﾊﾞｰ（2016）とｸﾗｲｱﾝﾄ（2013） …ｸﾗｲｱﾝﾄは動作しません。（関数が見つからない等のｴﾗｰ）
（例２）ｻｰﾊﾞｰ（2013）とｸﾗｲｱﾝﾄ（2016） …ｸﾗｲｱﾝﾄは動作します。
ただし、後者についても、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄは技術的な問題が発生する可能性があるとして、異なるバージョン間の利用は
「動作保証外」としております。
しかしながら、 2016/09/30現在、弊社テストでは問題は発生しておりません。
恒久的に問題なしとは言えませんが、まずは試して頂く価値はあると考えております。
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事例１（Ver6->Ver6）：「ﾊｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ・AccessDVDあり」のｹｰｽ

Ver6でｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄの一部あるいは全部を「Office2016Pro/Personal付きﾊﾟｿｺﾝに買い替えた」ｼｰﾝ。
手持ちのAccessを利用できるので追加費用はありません。
①ｻｰﾊﾞｰには、これまでのAccess2007/2010製品版（DVD）をｲﾝｽﾄｰﾙします。
②ｸﾗｲｱﾝﾄには、 Access2007/2010（RT版）をｲﾝｽﾄｰﾙします。

チェンジ前 チェンジ後 備考

ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ Office2013
以前の
Pro/Personal

Access2007
/2010製品版

6.x Office2016
Pro/Personal

Access2007
/2010製品版

6.x 手持ちのAccessDVD
でｲﾝｽﾄｰﾙ

ｸﾗｲｱﾝﾄ Access2007
/2010（RT版）

Office2016
Pro/Personal

Access2007
/2010（RT版）

Office2013
以前の
Pro/Personal

（注）ﾏｲｸﾛｿﾌﾄは異なるバージョンの共存利用は「動作保証外」としておりますが、2016/09/30現在、弊社テストで問題は発生しておりません。
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事例２（Ver6->Ver6）：「ﾊｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ・AccessDVDなし・（VL版）でﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ」のｹｰｽ

Ver6でｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄの一部あるいは全部を「Office2016Pro/Personal付きﾊﾟｿｺﾝに買い替えた」ｼｰﾝ。
Access2007/2010のDVDが見つからない。Access2007/2010は販売終了しており入手できない。
Access2016（VL版）購入は必要ですが１本で済みます。
①Access2016（VL版）を購入。（ｱﾏﾀﾞでも注文を承れます）
②（VL版）ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ権でAccess2007/2010を入手し、ｻｰﾊﾞｰにｲﾝｽﾄｰﾙ。
③ｸﾗｲｱﾝﾄには、Access2007/2010（RT版）をｲﾝｽﾄｰﾙ。

チェンジ前 チェンジ後 備考

ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ Office2013
以前の
Pro/Personal

Access2007
/2010製品版

6.x Office2016
Pro/Personal

Access2007
/2010製品版

6.x Access2016（VL版）購入
（VL版）ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ権で
2010ｲﾝｽﾄｰﾙ。

ｸﾗｲｱﾝﾄ Access2007
/2010（RT版）

Office2016
Pro/Personal

Access2007
/2010（RT版）

Office2013
以前の
Pro/Personal

（注）ﾏｲｸﾛｿﾌﾄは異なるバージョンの共存利用は「動作保証外」としておりますが、2016/09/30現在、弊社テストで問題は発生しておりません。
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事例３（Ver6->Ver7）：「ﾊｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ・ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ推奨・ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ」のｹｰｽ

Ver6でｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄの一部あるいは全部を「Office2016Pro/Personal付きﾊﾟｿｺﾝに買い替えた」ｼｰﾝ。
お客様は「ﾄﾗﾌﾞﾙ発生を極力排除する為、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ推奨環境でｼｽﾃﾑを構成したい」とのこと。
Accessﾊﾞｰｼﾞｮﾝが変わりますからWILLのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟが必要です。（別途ｺﾝﾊﾞｰﾄ費用もかかります）
また、ｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄ共にOffice2016Personalでも製品版Accessを必要としますからAccess購入費用もかかります。
①ｱﾏﾀﾞにWILLのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟを注文。
②ｻｰﾊﾞｰは、Proであればそのまま、PersonalであればAccess2016（DL版）をｲﾝｽﾄｰﾙ。
③ｸﾗｲｱﾝﾄも同様。

チェンジ前 チェンジ後 備考

ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ Office2013
以前の
Pro/Personal

Access2007
/2010製品版

6.x Office2016
Pro

なし 7.x WILLのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ
が必要

ｸﾗｲｱﾝﾄ Access2007
/2010（RT版）

Office2016
Personal

Access2016
（DL版）

Office2013
以前の
Personal

Access2016
（RT版）
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事例４（Ver7->Ver7）：「ﾊｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ・Access2016」のｹｰｽ

Ver7でｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄの一部あるいは全部を「Office2016Pro/Personal付きﾊﾟｿｺﾝに買い替えた」ｼｰﾝ。
Personalの導入台数にもよりますが、全数Access購入費用がかかります。
①ｻｰﾊﾞｰは、Proであれば同梱Ａｃｃｅｓｓそのまま利用。PersonalであればAccess2016（DL版）をｲﾝｽﾄｰﾙ。
②ｸﾗｲｱﾝﾄがOffice2016であれば、ｻｰﾊﾞｰと同じ。
③ｸﾗｲｱﾝﾄがOffice2013以前ならばAccess2016（RT版）を利用。

チェンジ前 チェンジ後 備考

ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ Office2013
以前の
Pro/Personal

Access2013
（DL版）

7.x Office2016
Pro

ｰ 7.x

ｸﾗｲｱﾝﾄ Access2013
（RT版）

Office2016
Personal

Access2016
（DL版）

追加費用発生

Office2013
以前の
Personal

Access2016
（RT版）
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事例５（Ver7->Ver7）：「ﾊｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ・Access2013」のｹｰｽ

Ver7でｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄの一部あるいは全部を「Office2016Pro/Personal付きﾊﾟｿｺﾝに買い替えた」ｼｰﾝ。
ｸﾗｲｱﾝﾄが多いので「全数Access購入費用がかかる」は避けたい。
①ｻｰﾊﾞｰには、これまでのAccess2013をｲﾝｽﾄｰﾙ。
②ｸﾗｲｱﾝﾄがOffice2016PRoであればそのまま利用。
③ｸﾗｲｱﾝﾄがOffice2016PersonalであればAccess2013（RT版）をｲﾝｽﾄｰﾙ。
④ｸﾗｲｱﾝﾄがOffice2013以前ならばAccess2013（RT版）をｲﾝｽﾄｰﾙ。

チェンジ前 チェンジ後 備考

ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ ﾍﾞｰｽ ｱﾄﾞｵﾝ ｱﾌﾟﾘ

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ Office2013
以前の
Pro/Personal

Access2013
（DL版）

7.x Office2016
Personal

Access2013
（DL版）

7.x

ｸﾗｲｱﾝﾄ Access2013
（RT版）

Office2016
Pro

－

Office2016
Personal

Access2013
（RT版）

Office2013
以前の
Personal

Access2013
（RT版）


